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■
令
和
7
年
度　

林
野
庁
関
係

予
算
概
算
要
求
の
概
要

林
野
庁
は
こ
の
ほ
ど
令
和
７
年
度
予
算
概
算

要
求
を
財
務
省
に
提
出
し
た
。
重
点
事
項
は
、

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
・
花
粉
症

解
決
に
向
け
た
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
総
合

対
策
」、要
求
額
は
３
４
７
、８
３
１
百
万
円（
前

年
度
当
初
予
算
額
３
０
０
、２
５
７
百
万
円
、

対
前
年
度
比
１
１
５
・
８
％
）
と
し
、内
訳
は
、

公
共
事
業
費
が
２
３
３
、４
７
４
百
万
円
（
同

１
９
８
、１
８
２
百
万
円
、同
１
１
７
・
８
％
）、

非
公
共
事
業
費
が
１
１
４
、３
５
７
百
万
円（
同

１
０
２
、０
７
５
百
万
円
、
同
１
１
２
・
０
％
）

と
な
っ
た
。
公
共
事
業
費
の
内
訳
は
、
治
山
事

業
費
７
４
、０
７
３
百
万
円
（
同
６
２
、３
５
１

百
万
円
、
同
１
１
８
・
８
％
）、
森
林
整
備
事

業
費
１
４
８
、９
４
０
百
万
円
（
同
１
２
５
、３

７
０
百
万
円
、
同
１
１
８
・
８
％
）
等
。

※
（　

）
内
は
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
額

非
公
共
事
業
は
、
①
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
グ
リ
ー
ン
成
長
総
合
対
策
が
１
５
６
億
円

（
１
４
４
億
円
）
で
、
そ
の
内
訳
は
、
ア
．
森

林
の
集
約
化
モ
デ
ル
地
域
実
証
事
業
が
３
億
円

（
－
）、
イ
．
林
業
・
木
材
産
業
循
環
成
長
対
策

が
71
億
円
（
65
億
円
）、ウ
．
林
業
デ
ジ
タ
ル
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
対
策
が
３
億
円
（
４
億

円
）、
エ
．
建
築
用
木
材
供
給
・
利
用
強
化
対

策
が
12
億
円
（
10
億
円
）、
オ
．
木
材
需
要
の

創
出
・
輸
出
力
強
化
対
策
が
４
億
円
（
３
億

円
）、
カ
．
森
林
・
林
業
担
い
手
育
成
総
合
対

策
が
50
億
円
（
47
億
円
）、
キ
．
林
業
・
木
材

産
業
金
融
対
策
が
４
億
円
（
４
億
円
）、
ク
．

森
林
・
山
村
地
域
活
性
化
振
興
対
策
が
10
億
円

（
９
億
円
）。
さ
ら
に
②　

花
粉
症
解
決
に
向
け

た
総
合
対
策
が
35
億
円
で
、
そ
の
内
訳
は
、
ア
．

ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え
等
の
加
速
化
が

７
億
円
、イ
．
ス
ギ
材
需
要
の
拡
大
が
15
億
円
、

ウ
．
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡
大
が
７
億

円
、
エ
．
林
業
の
生
産
性
向
上
及
び
労
働
力
の

確
保
が
２
億
円
、
オ
．
ス
ギ
花
粉
飛
散
量
の
予

測
・
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
防
止
が
２
億
円
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
他
の
重
点
事
項
と
し
て
、
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
等
が
あ
り
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
と
ジ

ビ
エ
利
活
用
の
推
進
に
１
２
３
億
円
を
計
上
し

た
。こ

れ
ら
の
事
業
の
う
ち
、
木
材
産
業
に
関
連

の
深
い
事
業
を
抜
粋
し
て
次
に
紹
介
す
る
。

林
業
・
木
材
産
業
循
環
成
長
対
策

〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

林
業
・
木
材
産
業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
に

向
け
、
林
業
の
生
産
基
盤
の
強
化
や
再
造
林
の

低
コ
ス
ト
化
を
図
る
と
と
も
に
、
木
材
需
要
の

拡
大
及
び
木
材
需
要
に
的
確
に
対
応
で
き
る
安

定
的
か
つ
持
続
可
能
な
供
給
体
制
の
構
築
を
支

援〈事
業
の
内
容
〉

循
環
型
林
業
の
推
進
に
向
け
、
搬
出
間
伐
の

実
施
や
路
網
の
整
備
・
機
能
強
化
、
再
造
林
の

低
コ
ス
ト
化
等
の
取
組
を
一
体
的
に
支
援
す
る

と
と
も
に
、高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、エ
リ
ー

ト
ツ
リ
ー
等
の
原
種
増
産
技
術
の
開
発
や
苗
木

の
生
産
技
術
向
上
等
の
取
組
を
支
援

ま
た
、
木
材
需
要
の
拡
大
及
び
木
材
産
業
の

基
盤
強
化
に
資
す
る
、
公
共
建
築
物
等
の
木

造
・
木
質
化
、
木
材
加
工
流
通
施
設
の
整
備
等

を
支
援

建
築
用
木
材
供
給
・
利
用
強
化
対
策

〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

民
間
非
住
宅
分
野
等
に
お
け
る
国
産
材
の
利

用
拡
大
に
向
け
、
中
層
建
築
物
等
へ
の
建
築
用

木
材
の
利
用
実
証
・
普
及
等
を
通
じ
た
都
市
の

木
造
化
等
促
進
や
、
木
造
標
準
モ
デ
ル
の
開

発
・
普
及
等
を
通
じ
た
製
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
・
Ｌ
Ｖ

Ｌ
等
の
建
築
物
へ
の
利
用
環
境
整
備
、
建
築
用

木
材
の
供
給
・
利
用
に
携
わ
る
人
材
の
確
保
に

向
け
た
取
組
を
支
援

〈
事
業
の
内
容
〉

１
．
森
林
を
活
か
す
都
市
の
木
造
化
等
促
進
総

合
対
策
事
業

①
中
層
建
築
物
等
に
重
点
を
置
い
た
建
築
用
木

材
（
木
質
耐
火
部
材
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
等
）

の
利
用
実
証
、
コ
ス
ト
や
環
境
負
荷
の
削
減

に
資
す
る
木
造
建
築
物
の
実
証
等
も
含
め

た
、
強
度
や
耐
火
性
に
優
れ
た
建
築
用
木
材

に
係
る
技
術
の
開
発
・
普
及
を
支
援

②
円
滑
な
木
材
供
給
の
た
め
の
環
境
整
備
に
向

け
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
が
連
携
し
た
Ｊ
Ａ

Ｓ
製
材
を
は
じ
め
と
し
た
木
材
安
定
供
給
体

制
の
構
築
等
を
支
援

２
．
Ｃ
Ｌ
Ｔ
・
Ｌ
Ｖ
Ｌ
等
の
建
築
物
へ
の
利
用

環
境
整
備
事
業

①
中
高
層
・
非
住
宅
建
築
物
へ
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
・
Ｌ

Ｖ
Ｌ
や
製
材
等
の
利
用
に
向
け
、
標
準
的
な

木
造
化
モ
デ
ル
の
開
発
・
普
及
等
を
支
援

②
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
に
向
け
、
寸
法
の
標
準
化
に

係
る
設
計
・
建
築
の
実
証
等
を
支
援

③
大
径
材
等
の
活
用
に
向
け
た
設
計
手
法
や
効

率
的
な
加
工
技
術
の
開
発
・
普
及
を
支
援

④
持
続
可
能
性
を
求
め
る
国
際
的
な
動
き
を
踏

ま
え
た
持
続
可
能
な
木
材
供
給
に
向
け
た
ガ

イ
ダ
ン
ス
の
作
成
、
様
々
な
用
途
・
規
模
の

建
築
モ
デ
ル
を
対
象
と
し
た
木
材
利
用
に
係

る
コ
ス
ト
と
環
境
価
値
の
評
価
デ
ー
タ
の
整

備
等
を
実
施

３
．
建
築
用
木
材
供
給
・
利
用
人
材
確
保
対
策

事
業

①
都
道
府
県
単
位
等
で
行
う
木
造
建
築
物
の
設

計
者
・
施
工
者
の
育
成
を
支
援

②
木
材
産
業
に
お
け
る
外
国
人
材
の
円
滑
な
受

入
に
向
け
た
特
定
技
能
測
定
試
験
等
を
実
施

木
材
需
要
の
創
出
・
輸
出
力
強
化
対
策

〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

非
住
宅
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
利
用
促

進
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
環
境
整
備
、
高

付
加
価
値
木
材
製
品
の
輸
出
の
促
進
、
木
材
利

用
の
普
及
啓
発
の
推
進
、
特
用
林
産
物
の
競
争

力
強
化
等
に
よ
る
木
材
需
要
の
拡
大
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び

利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
の
支
援
等
を
行
う
。

〈
事
業
の
内
容
〉

１
．
非
住
宅
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
事
業

地
域
協
議
会
等
に
対
す
る
専
門
家
派
遣
等
の

技
術
的
サ
ポ
ー
ト
、
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協

定
締
結
企
業
等
に
よ
る
取
組
や
不
動
産
業
界
向

け
の
普
及
の
取
組
等
を
支
援

２
．
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
環
境
整
備
事
業
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利
用
が
低
位
な
林
地
残
材
の
活
用
を
更
に
促

進
す
る
た
め
の
環
境
整
備
の
取
組
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、「
地
域
内
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
普

及
に
向
け
た
取
組
を
支
援

３
．
木
材
製
品
輸
出
拡
大
実
行
戦
略
推
進
事
業

木
製
家
具
、
木
工
品
等
の
販
売
力
強
化
の
た

め
の
協
議
会
設
立
、
協
議
会
が
実
施
す
る
海
外

市
場
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

手
法
の
制
作
・
実
践
等
を
支
援

４
．「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
」
実
施
支
援
事
業

事
業
者
に
よ
る
合
法
性
確
認
の
取
組
の
支

援
、
専
門
委
員
会
の
設
置
、
違
法
伐
採
関
連
情

報
等
の
提
供
を
実
施

５
．
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
拡
大
促
進
支
援
事
業

国
産
材
需
要
の
拡
大
に
向
け
て
、
ウ
ッ
ド
・

チ
ェ
ン
ジ
を
促
進
す
る
た
め
、
日
本
の
森
林
資

源
の
循
環
利
用
に
資
す
る
木
材
利
用
の
意
義
へ

の
認
知
向
上
等
、
普
及
啓
発
を
推
進

６
．
特
用
林
産
物
の
国
際
競
争
力
強
化
・
生
産

性
向
上
対
策
事
業

お
が
粉
や
廃
菌
床
の
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕

組
み
（
畜
産
分
野
と
も
連
携
）
や
、
し
い
た
け

原
木
の
安
定
供
給
モ
デ
ル
の
構
築
、
輸
出
先
国

の
ニ
ー
ズ
等
の
情
報
収
集
等
を
支
援

花
粉
症
解
決
に
向
け
た
総
合
対
策
の
う
ち
、
ス

ギ
材
の
需
要
拡
大

〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

「
伐
っ
て
使
っ
て
植
え
て
育
て
る
」
循
環
利

用
の
加
速
化
に
向
け
た
川
下
の
需
要
拡
大
の
た

め
、
横
架
材
の
ス
ギ
材
へ
の
置
換
え
に
資
す
る

集
成
材
工
場
等
の
整
備
、
住
宅
分
野
に
お
け
る

ス
ギ
製
品
の
利
用
促
進
、
ス
ギ
の
活
用
に
向
け

た
技
術
開
発
、
建
築
物
へ
の
ス
ギ
材
利
用
の
機

運
を
醸
成
す
る
取
組
等
を
支
援

〈
事
業
の
内
容
〉

１
．
花
粉
症
対
策
木
材
活
用
加
工
流
通
施
設
等

の
整
備

ス
ギ
材
の
利
用
拡
大
に
向
け
、
集
成
材
等
の

製
品
を
効
率
的
か
つ
安
定
的
に
生
産
・
供
給
で

き
る
木
材
加
工
流
通
施
設
に
お
け
る
加
工
機
械

の
導
入
等
を
支
援
。
ま
た
、
ス
ギ
材
の
増
産
等

に
よ
る
需
給
緩
和
に
備
え
、
ス
ト
ッ
ク
機
能
強

化
の
た
め
の
製
品
保
管
倉
庫
や
原
木
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
の
整
備
等
を
支
援

２
．
花
粉
症
対
策
木
材
利
用
促
進

住
宅
分
野
で
の
ス
ギ
材
の
需
要
を
拡
大
す
る

た
め
、
中
小
工
務
店
等
に
お
け
る
ス
ギ
製
品
の

利
用
の
促
進
を
支
援

３
．
花
粉
症
対
策
木
材
の
活
用
に
向
け
た
技
術

開
発

地
震
災
害
の
発
生
や
改
正
建
築
基
準
法
令
を

踏
ま
え
た
、
高
耐
力
な
住
宅
の
活
用
を
含
め
、

ス
ギ
材
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
製
品
の
開
発
や

製
造
の
低
コ
ス
ト
化
、
設
計
や
建
築
に
か
か
る

技
術
開
発
等
の
取
組
に
対
し
て
支
援

４
．
花
粉
症
対
策
木
材
の
利
用
拡
大
に
向
け
た

機
運
の
醸
成

ス
ギ
材
を
活
用
し
た
建
築
物
の
木
造
・
木
質

化
等
を
促
進
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
、
機
運
の
醸
成
を

図
る
取
組
を
支
援

■
ス
ギ
大
径
材
と
ナ
ラ
枯
れ
材

の
利
用
を
促
進　

仙
台
木
材
市

場（
株
）
仙
台
木
材
市
場
（
守
屋
長
光
社
長
）

が
ス
ギ
大
径
材
の
２
×
４
製
材
と
し
て
の
利
用

と
ナ
ラ
枯
れ
材
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
へ
の
活
用
に

取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
令
和
５
年
度

の
顔
の
見
え
る
木
材
供
給
体
制
構
築
事
業
を
活

用
し
仙
台
木
材
市
場
が
中
心
と
な
っ
て
守
屋
木

材
（
株
）、（
有
）
寺
島
木
材
、（
株
）
佐
藤
製

が
で
き
た
。
サ
ン
プ
ル
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
展
示

で
は
来
客
者
の
反
応
は
よ
く
、
ナ
ラ
枯
れ
材
を

使
用
す
る
こ
と
の
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
た
。
県
内
の
製
材
所
か
ら
広
葉
樹
材

の
製
材
を
再
開
し
た
い
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

る
な
ど
取
り
組
み
は
広
が
っ
て
い
る
。
仙
台
木

材
市
場
で
は
、
今
ま
で
チ
ッ
プ
材
に
な
っ
て
い

た
広
葉
樹
材
や
取
引
先
が
な
か
っ
た
大
径
材
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
で
山
元
へ
の
利
益
の
還

元
、
資
源
の
持
続
的
利
用
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
し
て
い
る
。

■
徳
島
県
で
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
フ
ォ 

ー
ラ
ム
開
催

９
月
６
日
（
金
）、
徳
島
市
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ

オ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
徳
島
県
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
令
和
６
年
度
第
１
回
情
報
交
換
会
が
開
催
さ

れ
た
。

会
議
に
は
、
事
務
局
を
務
め
る
徳
島
県
木
材

協
同
組
合
連
合
会
を
は
じ
め
、
製
材
・
プ
レ

カ
ッ
ト
・
合
板
等
の
木
材
加
工
、
木
材
市
場
等

の
流
通
、
素
材
生
産
、
住
宅
・
非
住
宅
の
建
築
、

森
づ
く
り
、
調
査
研
究
等
に
携
わ
る
協
会
・
団

体
・
企
業
、
県
森
連
、
徳
島
県
林
業
振
興
課
・

住
宅
課
、
林
野
庁
、
木
材
情
報
セ
ン
タ
ー
、
全

市
連
な
ど
幅
広
い
分
野
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

も
含
め
て
約
30
名
が
参
加
し
た
。

会
義
で
は
、
議
題
「
中
・
大
規
模
木
造
建
築

の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
、
徳
島
経
済
研
究

所
の
近
藤
有
紀
氏
と
、
と
く
し
ま
山
・
す
ま

い
・
待
ち
ネ
ッ
ト
の
根
岸
徳
美
氏
か
ら
発
表
が

行
わ
れ
、
も
う
一
つ
の
議
題
「
中
・
大
規
模
建

築
物
の
設
計
支
援
体
制
の
構
築
」
に
つ
い
て
、

徳
島
県
建
築
士
事
務
所
協
会
の
内
野
輝
明
会

長
、
環
境
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
一
級
建
築
士
事

材
所
、
ヤ
マ
モ
ト
木
材
（
有
）
宮
城
県
森
林
整

備
事
業
（
協
）
が
共
同
で
実
施
し
た
。

大
径
材
の
２
×
４
材
の
商
品
化
に
向
け
て
、

製
材
工
場
に
お
い
て
サ
ン
プ
ル
を
作
成
し
、
製

品
の
検
討
を
行
い
、
納
品
す
る
に
当
た
っ
て
特

段
の
問
題
が
な
い
こ
と
等
を
確
認
し
た
。ま
た
、

仙
台
木
材
市
場
の
販
売
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
２
×

４
材
を
使
っ
て
建
て
方
の
実
演
と
展
示
を
行

い
、
多
く
の
関
係
者
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
本
年
７
月
か
ら
地

元
２
×
４
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
へ
宮
城
県
産
材
２

×
４
材
と
し
て
納
入
を
行
っ
て
い
る
。

ナ
ラ
枯
れ
材
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
原
木
の

調
達
は
実
際
に
被
害
に
あ
っ
て
い
る
宮
城
県
立

柴
田
農
林
高
校
演
習
林
で
伐
採
さ
れ
た
原
木
を

使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
突
板
の
サ
ン
プ
ル
の

作
成
は
朝
日
ウ
ッ
ド
テ
ッ
ク
（
株
）
に
依
頼
し
、

実
際
に
製
材
し
な
が
ら
の
検
討
会
を
開
催
し

て
、
製
材
品
の
納
入
グ
レ
ー
ド
の
確
認
を
行
っ

た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
の
程
度

と
製
材
歩
留
ま
り
の
関
係
等
を
把
握
す
る
こ
と 建て方の実演・展示
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務
所
の
清
水
裕
且
建
築
士
か
ら
木
造
建
築
の
事

例
発
表
が
行
わ
れ
た
。

会
議
の
意
見
交
換
で
は
、
公
共
建
築
物
等
の

中
大
規
模
建
築
物
に
地
域
材
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
地
域
材
の
供
給
を
建
築
工
事
の
納
期
に

間
に
合
わ
せ
る
こ
と
、
設
計
・
仕
様
を
作
る
段

階
で
地
域
材
・
一
般
流
通
材
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
。こ
の
た
め
に
は
、

普
段
か
ら
設
計
者
も
含
め
た
川
上
か
ら
川
下
に

至
る
関
係
者
で
地
域
材
の
供
給
に
つ
い
て
の
情

報
共
有
体
制
を
作
っ
て
お
く
こ
と
、
予
め
地
域

材
で
対
応
で
き
な
い
部
材
を
明
確
に
し
て
お

き
、
木
材
市
場
等
を
通
じ
た
地
域
外
と
の
連
携

に
よ
り
工
期
内
に
木
材
を
効
率
的
に
調
達
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
、
円
滑
な
木
材
の
供

給
の
た
め
製
材
市
場
・
原
木
市
場
の
ス
ト
ッ
ク

リ
ッ
ト
、地
域
へ
の
経
済
波
及
効
果
、心
理
面
・

身
体
面
や
学
習
面
な
ど
木
材
を
利
用
し
た
居
住

環
境
が
人
に
与
え
る
効
果
に
つ
い
て
の
研
究
や

エ
ビ
デ
ン
ス
の
更
な
る
蓄
積
・
検
証
を
推
進
す

る
た
め
の
支
援
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。
あ
わ

せ
て
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
強
化

す
る
こ
と
。

提
言
の
項
目
は
次
の
と
お
り
。

１
　
新
た
な
国
産
木
材
の
需
要
創
出

（
１
）
民
間
非
住
宅
建
築
物
の
木
造
化
・
木

質
化
の
推
進
【
重
点
事
項
①
】　

ア
．
Ｊ
Ａ
Ｓ

構
造
材
の
流
通
量
拡
大
、
イ
．
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
普

及
、
ウ
．
加
工
供
給
体
制
の
強
化
、
エ
．
加
工

供
給
体
制
の
強
化
、（
２
）
木
塀
の
普
及
、（
３
）

不
燃
木
材
等
の
屋
外
利
用
の
促
進
、（
４
）
木

材
・
木
材
製
品
の
輸
出
拡
大
【
重
点
事
項
②
】、

（
５
）
土
木
分
野
で
の
利
用
、（
６
）
仮
設
物
で

の
利
用
、（
７
）
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
安
定
供

給
、（
８
）
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
促
進
、

（
９
）
広
葉
樹
資
源
の
活
用
、（
10
）
新
た
な
素

材
と
し
て
の
木
材
の
活
用
促
進
、（
11
）
新
し

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
新
た
な
省
エ
ネ
基
準
へ

の
対
応

２
　
公
共
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
の
推
進

（
１
）
財
源
の
確
保
【
重
点
事
項
③
】、（
２
）

企
画
立
案
の
推
進
、（
３
）
設
計
・
維
持
管
理

の
円
滑
化

３
　
大
規
模
な
木
造
建
築
物
の
設
計
や
施
工
を

担
う
人
材
の
育
成

（
１
）
建
築
士
等
の
育
成
【
重
点
事
項
④
】、

（
２
）
地
方
公
共
団
体
職
員
等
の
育
成

４
　
新
た
な
技
術
の
研
究
開
発

（
１
）
新
た
な
技
術
の
開
発
を
促
進
す
る
環

境
整
備
、（
２
）
大
径
材
の
活
用
に
向
け
た
技

術
開
発

５
　
国
産
木
材
活
用
の
意
義
や
魅
力
の
周
知
・

機
能
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
等
が
議
論
さ
れ

た
。本

事
業
で
は
今
後
、
製
品
市
場
で
扱
う
製
品

等
の
種
類
、
各
製
材
所
の
強
み
の
ほ
か
、
プ
レ

カ
ッ
ト
加
工
で
き
る
製
品
寸
法
・
形
状
・
保
有

機
械
等
を
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
化
し
て
い
く
予

定
。■

全
国
知
事
会　

国
産
木
材
の

需
要
拡
大
に
向
け
た
提
言

全
国
知
事
会
は
７
月
に
「
第
８
回
国
産
木
材

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
」（
リ
ー

ダ
ー
：
東
京
都
知
事
）
を
開
催
し
、「
国
産
木

材
の
需
要
拡
大
に
向
け
た
提
言
」
を
と
り
ま
と

め
、
８
月
に
国
土
交
通
省
、
農
林
水
産
省
、
文

部
科
学
省
に
要
請
活
動
を
行
っ
た
。

提
言
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
１
（
４
）
木
材
・
木

材
製
品
の
輸
出
拡
大
－
付
加
価
値
の
高
い
製
材

品
の
輸
出
拡
大
に
向
け
、
相
手
国
の
建
築
法
令

の
調
査
・
整
理
、
現
地
向
け
の
設
計
・
施
工
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
更
な
る
認
知
度
向
上
に
向

け
た
Ｐ
Ｒ
の
実
施
な
ど
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
木
造
軸
組
工
法
の
海

外
普
及
を
促
進
す
る
取
組
を
進
め
る
こ
と
。
ま

た
、
輸
出
業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
及
び
国
内
外
商

談
会
の
実
施
規
模
の
拡
大
の
み
な
ら
ず
、
新
規

市
場
開
拓
に
向
け
た
市
場
調
査
の
実
施
等
を
通

じ
て
、
海
外
販
路
の
拡
大
の
実
現
に
向
け
て
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。

５
（
１
）
木
材
の
特
性
や
木
材
活
用
の
メ

リ
ッ
ト
・
効
果
の
発
信
－
施
主
へ
の
木
材
利
用

の
理
解
醸
成
を
図
る
た
め
、
木
造
化
・
木
質
化

さ
れ
た
モ
デ
ル
的
な
建
築
物
に
関
す
る
事
例
の

活
用
な
ど
を
通
じ
、
長
期
間
炭
素
の
貯
蔵
効
果

が
あ
る
等
の
木
材
の
特
性
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
貢
献
す
る
と
い
っ
た
木
材
活
用
の
メ

啓
発

（
１
）
木
材
の
特
性
や
木
材
活
用
の
メ
リ
ッ

ト
・
効
果
の
発
信
【
重
点
事
項
⑤
】、（
２
）
木

材
利
用
の
普
及
・
啓
発
、（
３
）「
森
林
認
証
材
」

の
利
用
促
進

６
　
生
産
・
流
通
体
制
の
強
化

（
１
）
伐
採
・
搬
出
・
流
通
基
盤
の
整
備
、

（
２
）
林
業
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
、（
３
）

木
材
需
要
者
と
木
材
供
給
者
を
繋
ぐ
仕
組
み
の

構
築
、（
４
）
国
産
木
材
へ
の
転
換
促
進
【
重

点
事
項
⑥
】、（
５
）
花
粉
症
対
策
の
推
進
【
重

点
事
項
⑦
】

提
言
の
全
文
は
次
の
全
国
知
事
会
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載

https://w
w
w
.nga.gr.jp/com

m
ittee_

pt/project/kukusan_m
okuzai_

katsuyou_pt/r06/post_823.htm
l

■
令
和
5
年
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
動
向
調
査
結

果
公
表

木
材
チ
ッ
プ
の
利
用
量
が
増
加

８
月
28
日
、
農
林
水
産
省
は
、
令
和
５
年
の

木
材
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
動
向
調
査

結
果
を
公
表
し
た
。
令
和
５
年
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
利
用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
う
ち
、

木
材
チ
ッ
プ
の
量
は
１
、１
４
９
万
７
、９
０
６

絶
乾
ｔ
と
な
り
、
前
年
に
比
べ
４
・
０
％
増
加

し
た
。

こ
の
う
ち
、「
間
伐
材
・
林
地
残
材
等
」
に

由
来
す
る
木
材
チ
ッ
プ
は
４
９
２
万
４
、３
９

８　

絶
乾
ｔ
で
前
年
に
比
べ
９
・
０
％
増
加
、

「
製
材
等
残
材
」
に
由
来
す
る
木
材
チ
ッ
プ
は

１
７
３
万
４
、８
０
６
絶
乾
ｔ
で
前
年
に
比
べ

０
・
２
％
増
加
、「
建
設
資
材
廃
棄
物
（
解
体

材
、
廃
材
）」
に
由
来
す
る
木
材
チ
ッ
プ
は
３

徳島ＳＣＭ推進フォーラムの様子
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９
１
万
３
、３
３
６
絶
乾
ｔ
で
前
年
に
比
べ

０
・
７
％
減
少
と
な
っ
た
。
ま
た
、
輸
入
チ
ッ

プ
・
輸
入
丸
太
を
用
い
て
国
内
で
製
造
し
た
木

材
チ
ッ
プ
は
、
5
３
万
９
、７
５
４
絶
乾
ｔ
で

前
年
に
比
べ
25
・
８
％
増
加
し
た
。

（
注
）
絶
乾
ｔ
と
は
、
絶
乾
比
重
（
含
水
率

０
％
）に
基
づ
き
算
出
さ
れ
た
実
重
量
を
指
す
。

■
8
月
の
米
国
の
新
設
住
宅
着
工

８
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、
１
、３
５

６
、０
０
０
戸
と
な
り
、
前
月
の
１
、２
３
７
、

０
０
０
戸
よ
り
９
・
６
％
増
、
前
年
同
月
比

３
・
９
％
増
と
な
っ
た
。
８
月
の
戸
建
て
住
宅

の
着
工
戸
数
は
９
９
２
、０
０
０
戸
で
、
前
月

の
８
５
７
、０
０
０
戸
よ
り
15
・
８
％
増
、
前

年
同
月
比
５
・
２
％
増
と
な
っ
た
。
５
戸
以
上

の
集
合
住
宅
の
８
月
の
着
工
数
は
、
３
３
３
、

０
０
０
戸
で
、
前
月
の
３
５
７
、０
０
０
戸
よ

り
６
・
７
％
減
、
前
年
同
月
比
６
・
６
％
減
と

な
っ
た
。

一
方
、
建
築
許
可
件
数
は
、
８
月
が
１
、４

７
５
、０
０
０
戸
で
、
前
月
の
１
、４
０
６
、０

０
０
戸
よ
り
４
・
９
％
増
、
前
年
同
月
比
６
・

５
パ
ー
セ
ン
ト
減
と
な
っ
た
。
８
月
の
戸
建
て

住
宅
認
可
件
数
は
９
６
７
、０
０
０
戸
で
、
前

月
の
９
４
１
、０
０
０
戸
よ
り
２
・
８
％
増
と

な
っ
た
。
５
戸
以
上
の
集
合
住
宅
は
４
５
１
、

０
０
０
戸
で
あ
っ
た
。

■
10
月
は
木
材
利
用
推
進
月
間

10
月
８
日
は
木
の
日
、
10
月
は
木
材
利
用
推

進
月
間
で
す
。
全
国
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
以
下
の
木
材
利
用
促
進
本
部
の

サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
riyou/kidukai/honbu.htm

l

■
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

習
会
開
催
の
ご
案
内

全
市
連
で
は
、
木
材
を
取
り
扱
う
方
々
等
を

対
象
に
木
の
見
分
け
方
や
基
本
的
性
質
、
木
造

建
築
に
関
す
る
実
践
的
な
知
識
、
日
本
の
林
業

の
ほ
か
環
境
問
題
や
木
材
需
給
等
の
学
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
下
記
に
よ
り
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
定
員
は
東
京

会
場
が
40
名
程
度
、大
阪
会
場
が
40
名
程
度
で
、

日
程
は
以
下
の
通
り
で
す
。

（
東
京
会
場
）
令
和
７
年
２
月
７
日
（
金
）
９
：

30
～
17
：
20
、
２
月
８
日
（
土
）　

９
：
00

～
16
：
00　
（
於
）
木
材
会
館
（
東
京
都
江

東
区
新
木
場
１

－

18

－

８
）

（
大
阪
会
場
）
令
和
７
年
２
月
21
日
（
金
）
９
：

30
～
17
：
20
、
２
月
22
日
（
土
）　

９
：
00

～
16
：
00　
（
於
）
大
阪
木
材
仲
買
会
館
（
大

阪
市
西
区
南
堀
江
４
丁
目
18
番
10
号
）

受
講
料
は
、
２
５
、０
０
０
円
（
受
講
料
、

テ
キ
ス
ト
代
等
を
含
む
）

申
し
込
み
の
受
付
は
12
月
１
日
以
降
。

〈
問
合
先
〉（
一
社
）
全
日
本
木
材
市
場
連
盟　

文
京
区
後
楽
１

－

７

－

12　

林
友
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３

－

３
８
１
８

－

２
９
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３

－

３
８
１
８

－

２
９
０
７

地
元
の
区
役
所
で
発
行
し
て
も

ら
っ
た
証
明
書
に
市
民
税
・
県
民

税
・
森
林
環
境
税
と
書
か
れ
て
い

た
。
６
月
か
ら
森
林
環
境
税
の
課
税

が
始
ま
っ
た
。
温
暖
化
防
止
や
災
害

防
止
等
を
図
る
た
め
の
森
林
整
備
等

に
必
要
な
地
方
財
源
確
保
の
観
点
か

ら
作
ら
れ
た
制
度
で
、
市
町
村
が
国
税
と
し
て

一
人
千
円
を
徴
収
す
る
。
先
行
し
て
令
和
元
年

度
か
ら
森
林
環
境
譲
与
税
が
市
町
村
・
都
道
府

県
に
譲
与
さ
れ
、
全
国
の
市
町
村
で
譲
与
税
を

活
用
し
て
、
植
林
、
間
伐
、
林
業
の
人
材
育
成

等
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
木
材
利
用
の
取

組
も
全
国
に
広
が
っ
て
お
り
、
例
え
ば
東
京
都

の
江
戸
川
区
で
は
令
和
４
年
度
ま
で
に
４
つ
の

小
学
校
と
３
つ
の
中
学
校
の
改
築
工
事
で
図
書

館
の
壁
や
天
井
、
大
階
段
、
個
別
学
習
ス
ペ
ー

ス
等
の
木
質
化
等
が
進
め
ら
れ
た
。
江
東
区
で

は
令
和
４
年
度
ま
で
に
１
つ
の
小
学
校
と
３
つ

の
中
学
校
の
改
修
工
事
で
内
装
の
木
質
化
が
進

め
ら
れ
た
。
木
材
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
で
勉
強

に
集
中
で
き
そ
う
だ
。
徳
島
県
で
令
和
３
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
県
立
「
徳
島
木
の
お
も
ち
ゃ
美

術
館
」
で
は
、「
０
歳
か
ら
１
０
０
歳
ま
で
楽

し
め
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
県
産
材
を
内
装
に

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
木
の
お
も
ち
ゃ
遊
び
を

通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
感
性
と
創
造
力
を
育
む

空
間
を
作
る
と
と
も
に
、
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
や

遊
山
箱
な
ど
木
に
ま
つ
わ
る
地
域
の
文
化
の
発

信
に
も
役
立
っ
て
い
る
。
○
森
林
環
境
税
の
課

税
が
始
ま
り
譲
与
税
の
使
用
状
況
に
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
公
共
建
築
物
へ
の
使
用
や
子
供

の
教
育
に
役
立
つ
使
途
は
地
域
の
理
解
を
得
や

す
い
で
あ
ろ
う
。
公
共
建
築
物
の
木
造
化
・
木

質
化
は
、
消
費
者
の
木
へ
の
親
し
み
を
通
じ
た

木
材
需
要
の
拡
大
に
も
効
果
が
期
待
で
き
る
。
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米国の民間新設住宅着工戸数

戸建住宅 集合住宅

季節調整済み 年率換算 戸建住宅 出展：米国商務省 住宅着工統計

千戸

木質バイオマスエネルギーとして利用した木材チップの由来別利用量（全国）
� 単位：絶乾ｔ

区分 計 間伐・林
地残材等

製材等
残材

建設資材
廃棄物
（解体材、
廃材）

輸入チッ
プ・輸入丸
太を用いて
国内で製造

左記以外の
木材

（剪定枝等）

平成28 7,734,236 1,917,839 1,649,070 3,980,407 15,047 171,873

　　29 8,726,491 2,634,592 1,500,518 4,126,236 139,169 325,976

　　30 9,304,316 2,744,774 1,808,006 4,110,052 334,234 307,250

令和元 9,423,386 3,029,178 1,711,924 4,063,912 307,015 311,357

　　 2 10,416,745 3,910,289 1,674,169 4,197,519 304,386 330,382

　　 3 10,707,868 4,113,674 1,791,445 4,010,427 405,517 386,805

　　 4 11,058,554 4,518,511 1,731,619 3,941,095 429,183 438,146

　　 5 11,497,906 4,924,398 1,734,806 3,913,336 539,754 385,612


